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　阪神 ・淡路大震災で 公園は 、 自衛隊の 利用、廃 ・残材の 仮置 き場 、 応急仮設住宅の 建設
など、様々な形で利用され た 。 しか し、 公園の利用 の実態は非計画的であ っ たため 、 避難

者の い る小規模な街区公園に 、 複数の 活動拠点が設置されるな どの状況が展開され た 。

　従来の 地域 防災計画では 、 災害時の 公園利用につ い て 、 避難場所として の 計画はみ られ

るが 、 それ以外の対策は不十分で ある 。 も し主要な活動に つ い て使い方を予め計画 してお

くならば 、 震災時に計画的な応急対策が可能 となる 。

　そ の ような観点か ら本研究で は公園に焦点をあて 、 震災時におけ る公的機関の復IE活動
の 際の 公園利用のあ り方に つ い て考察する。

　本稿 （1）で は 、 各復旧活動を行 っ た各諸機関及び神戸市土木局公園緑地部に 、 ア ン ケ
ート及び ヒア リング調査を行い 、 各復旧活動の 時系列的展開を踏まえ 、 公園利用の タイプ

を明 らか に し、 それ ぞれの復 旧活動の ピ ーク時の公 園利用の実懋 につ い て 把握 して い る 。

そ の 上 で復旧活動の 問題点を明らか に し、 公園の種別に関する考察を行 っ て い る 。
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阪神 ・淡路大震 災に お け る神戸市の 公園利用に関する考察 （1 ）
　　　　　　　　　　

一
復 旧活 動と公 園利用 の 実態

一

○ エ コ ブ ラン 　 蓑田ひ ろ子

　新潟工 科大学　三船 　康道

1 ．はじめ に

　阪神 ・淡路大震災で 公園は、 自衛隊の 利用 、 避難者の利用 、 廃 ・残材の仮 置 き場 、 仮 設

住宅の 建設 など様々な形で応急 的に利用 された 。 しか しその 実態は 、 避難者の い る小さな

公 園を複数 の 活 動で 利用 す るな と非計画的で あ っ た 。 災害 時の 公園利用 に つ い て は、従来

の地域 防災計画で は 、 避難場所の 計画はみ られ るが 、 それ以外の 対策は未 だ不十分で あ る 。

　しか し 、 予め公園の 応急的利用 を計画 して い るな らば 、 震 災時に よ b計画的な応急対策

が可能 となる 。 こ の ような観点か ら、 本研究で は公園 に焦点 をあて 、 阪神 ・淡路大震災で

の 公園利用の実態 を調 査 し 、 公的機関 の 復1日活動におけ る公園利用 のあ り方を考察をす る 。

　阪神 ・淡路大震 災後の 公園利用 に 関する調査 ・研究には、造園学会の もの があるが
｛1）

12，
、　こ れ らは 、 公園 ・緑地を防災 面か らみた もの で あ る 。 本研究では視点を変え復旧活

動か らみ た公園利用の あ り方を考察する 。

　本稿で は各復旧活動の 時系列的展 開を踏まえ 、 利用 した公 園 の種別 に 関する考察 を行 う 。

2 ．調査の 概要

（1 ）対象公園

　公園 は神戸市の 公 園を対象 と した 。 平成 7年

11月 1 日現在 の 公園は表一 1の 通 り 。

（2 ）対 象 と した活 動

　復旧活動を行 っ た 主な活 動 と して 、 自衛 隊 ・

警察 ・消防の 活動、廃 ・残 材処 理活 動 、 救援物

資集積 ・ 配送活動、応援活動、上水道 ・ 下水道

・電力 ・ガス
・電話復旧活動 、 仮設建築物建設

活動の 公的機関の 活動 を取 り上 げ る
tl

。

（3 》調査の 内容と方法

　主 な活 動を対象に 、 活 動期間、 ピ
ーク時 、 動員数 、 利 用 した オ

ーブ ン ス ペ ース 、 求め ら

れるオープン ス ペ ー
ス の 条件等に つ い て、各関係諸機関

2 ｝

に ア ンケ
ー ト （ヒア リン グ時に

回収 ）及 び ヒア リ ング （平成 7 年 10月31日〜11月 2 日）調査を実施 した （ここ で ピーク時

とは 、 旛援 部隊を含 め多量 の 人員が 投入 され た時期 、 ある い は多量の オ ーブ ンス ペ
ース が

利用 された時期をい う）。 利用 した公 園につ い て は 、 神戸市土 木局公 園緑地部管 理 係の 公

園使用 の 資料 と照合 した 。

3 ．応急復 旧活動の 時系列 的展開
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　こ こ で は 、 救急救助活動 と して 自衛隊
・警察 ・消防の 活動 、 及 び 緊急道路啓開作業に よ

り発生 した 廃 ・残材処理活動 、 生活支援 活動 として 、 救援物資集積 ・配送活動 、 応援活動、

仮設建築物建設活動、ライ フ ライ ン 復 旧活動 として 、 上 水道 ・下水道 ・電力 ・ガ ス ・通信

設備の 復旧活動に分類 した 。 各応急復 旧活動 の 時系列展開は次の とお り （図
一 1 ）。

（1 ）救急救助 活動

1）自衛隊の 活動 ：活動は震災後か ら4 月27日まで で あ っ た 。 主な活動内容は 、 人命救助 、

生活 支援 、 復旧活動 、 緊急物資輸送 、 警備支援であ っ た 。 ピ
ー

ク時は震災後か ら 4 月中旬

まで であ っ た 。

2 ）警察の 活動 ：活動は震 災後か ら 11月 1 日現在 も続い て い る 。 主な活動 内容 は、倒壊家

屋か らの 被災者の 救出 ・救助 、 緊急輸送路の確保 、 検視 、 行方不明者相談 ・広 報 、 避難所

・仮設住宅等に 対す る防犯 パ トロ ー
ル で あ っ た 。 ピ ーク時は震 災後 か ら 2 月28E まで で 、

11月 1日現在、仮設住宅 に対 する防犯パ トロ ール 等 を実施 して い る。

3 ）消防の 活動 ：活動は震 災後か ら 7 月 24日までであ っ た。 主な活動内容は 、 消 火 、 救助 、

救急 、 火 災原因調査 、 倒壌 建物調査 で あ っ た 。 発災 日か ら震 度 5以 上の 3 号体制に入 っ た 。

ピーク時 は震災後か ら 1月末 まで で 、 4 月 1 日か ら 1号体制に移行 し 7 月24日に終了 した 。

4 ）廃 ・残材処理活動 ：緊急道路啓開 の た め廃 ・残材仮置き場に 公 園が 利用 され 、
11月 1

日現在 も若干の 公園利用が 続い て い る 。 公園利用 の ピ
ー

ク時は震災後か ら 3月 中旬 まで で 、

4 月中旬 には緊急道路啓開作業は終 了 した 。

（2 ）生活支援活動

1 ）救援 物資集積 ・配送活動 ：救援物資 基地 に公園が 利用 され 、 8 月20日 まで 利用 された。

集積 ・配送 の 拠点 として 物資 の 受入 、 仕 分け 、 備蓄が 行わ れ た 。 公 園利用の ピ ーク時は震

災後か ら 2 月中旬まで で 、 その 後基地は 徐々 に統廃合された 。

2 ）応援 活動 ：応援部隊基地 として 戛医療 関係 の 専門的な もの か ら一般 的 な ボ ラ ンテ ィ ア

まで 公園が利用 され 、 11月 1 日現在も公 園利用が続い て い る 。 公園利用 の ピ
ー

ク 時は 震災

後か ら 2 月下旬 ま で で 、 その 後減少 した 。

3 ）仮設 建築物建設活動 ：仮設建築物 に は 、 応急仮設 住 宅 、 応 急 仮設教室 、 応 急仮設 店舗 、

応急仮設 診療所 、 応急仮設事務所 、 仮設 作業所及び 事業用仮設住宅が あ る 。 第 1次の 応急

仮設住 宅の 建設 は 1 月下旬 か ら始ま り、 そ の 後 6 月下旬着工 の 第 10次ま で順 次建設された。

公 園利用 の ピ ーク時は第 10次の 建設 が 開始され た 6 月下旬以降で 、 現在入 居 中で ある 。

図
一1 応 急 復 1日活 動 の 時 系 列 展 開 注） ピ

ーク時
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（3 ）ラ イ フ ラ イ ン復旧活動

1）上水道復 旧活動 ：活 動は震災後か ら開始 され 、 4 月 17日に全 戸通水 とな っ た。 被害調

査、復 1日工 事 、 応急給水活動 が行わ れた 。 ピーク時 は震災後か ら 2 月下旬までで 、 2 月 28

日に は仮通水 が完了 した 。

2 ）下水道復 旧活動 ：活動は震災後か ら開始され 、 11月 1 日現在も続い て い る。 処理場 ・

ボ ンブ 場 、 管路施設、 排水設備の被害調査 、 応急復1日工 事 、 本復1日工 事が行われた 。 5月

1 日には全 て の 処 理場 ・ポ ン プ場 の 仮 復旧が 完了 した。 ピ ーク時は震災後か ら 4 月下旬 ま

で で 、 本復旧は現 在も継続中で 、 あ と 2 〜 3 年 を要す る。

3 ）電力復1日活動 ：活動は震災後か ら開始され、 11月 1 日現在も続い て い る 。 復 旧工 事、

高圧 発電車に よる 電力の 供給が行われた 。
ピ ー

ク時は震 災後か ら 1 週間で 1 月23日 に は仮

復旧を完了 した 。 仮復 旧後は段階的 （梅雨時期の 6月末 、 夏期 ピ
ーク時期の 8 〜 9 月 、 台

風時期の 9月末）に本復旧 にむけ て作業を継続 して い る 。

4 ）ガ ス 復旧活動 ： 活動は 震災後か ら開始さ れ 、
4 月 1旧 に 一一SS地域 を除い て本復 旧を完

了 した 。 ピ
ーク時は 2月 中旬か ら 4 月 11日 まで で あ っ た 。

5）通 信復旧活動 ：NTT 関西支社の 復1日活動は震災後 か ら開始 され、 3 月末まで 続 い た。

電源系設備は 1 月 28日午前中まで に 全面復旧 し 、
ア ク セ ス 系設 備は 1 月31日ま で に仮復 旧

しサービ ス回復 を した 。 ピ
ーク時は震災後か ら 1 月31日まで で そ の 後本格的復旧を行 っ た。

4 ．公 園利用の タイプ

　復旧活動の 公園の 利用内容は 、 テ ン ト設置に よる基地 、 車両 ・物資 ・資材置き場 、 廃 ・

残材仮 置 き場、応急仮設住 宅の ような生活の場 、 工 事の ため の
一

時的作業拠点の利用 に分

け られ る 。 そ れぞ れの 傾向をみ る と 、 テ ン ト設置に よる基地 は 、 自衛隊の ように 集中的 に

活動 し 3 カ月程度 で終 了するもの や 、 応援部隊の ように徐々 に減少する が半年を超 え長期

化する もの もある 。 救援物 資基地は 、 ピ ーク時が終わ る と徐 々に 減少 し概ね半年程 度で終

了する 。 廃 ・残材仮 置き場は ピーク時が終わ る と徐々 に減少す るが半年 を超 え長期化 する 。

応急仮 設住宅の 建設は 時 間をお い て 始 ま り、そ の 後公 園利 用 は ピ ーク時 を向か え
一定 の 長

期間使わ れ る 。 以上整理 する と、 公園利用の タイプは以下の よ うに分類 され る。

1）
一

時型 ： ライフ ライン 関係の 資材 置き場や作 業拠点の ように 、

一
時的に使われ る 。

2 ）短期型 ： 自衛隊の 宿営地、消防 ・警察の 車両置き場の ように 、 発災後集 中的 に使 い 、

概ね 3カ月程度をめどに終 了する 。

3 ）中期型 ：救援物資基地 の よう に、ピ ーク時を過 ぎる と徐 々 に減少 し、 概ね半年程度を

め どに 終了す る 。

4 ）長期型 （1） ：廃 ・ 残 材仮 置き場 、 応援 部隊基地の よ うに 、 ピ ーク時を過 ぎる と徐 々

に減少す るが、残 るもの は半年 を超 え長期化 する 。

5 ）長期型 （2 ） ：応急仮設住宅建設用 地 の ように
、 発災後時間 をお き使われは じめ、そ

の 後 ピ ーク時を 向か えその まま長期間使 われる 。

5 ．ピーク時の 公園利用 の 実態

　ピ ーク時
3 ）

の 公園利 用をみ ると、 全 体で 171箇所 （12．9％）が利用 され た 。 その うち仮

設 建築物は 146箇所 （11．0％）で あ り、そ れ以外は 42箇所 （3．2％）で あ っ た。 また 、 多
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くの 公 園で競合利用や重複利用 が見 られた （こ こ で 競合利用 とは 、 1 つ の 公園で複数の活

動 が 同時に利用 する こ とをい い 、重複利 用とは 、 1 つ の公園で 当初の利用 が終 了 した後に

仮設建築物に利用され る よ うな二 重の 利用をい う）。 ピ
ー

ク時にお けるそれぞれの 活動 の

実態は次 の とお り （表
一2、3 、 4 、 5）。

（1 ）救急救助活動

1 ）自衛隊 ・警察 ・消防の 活動拠 点 ： 街 区公園 や近隣公 園 も使われ たが 、 地区公園以 上の

規模の 大 きい 公 園が 多 く使 わ れ た 。

2 ）ヘ リポ ー ト ：自衛隊 ・警察 ・消防の 活動拠点に併 設 され た もの が 多い 。 特 に 自衛隊の

ヘ リポ ー トは宿営地 と同じ公園で あ っ た 。

3 ）廃 ・残材仮 置き場 ：地 区 的な拠点 と して 近隣公園や地区 公園が使わ れた 。

（2 ）生活支援活動

1）救援物資基地 ：他地区か らの 流入 拠点と して は地区公園以上の 規 模の 大 きい 公園が使

われ、地区 的な配送拠点と しては 街区公 園や 近隣公園 が 使わ れ た 。

2）応援部隊基地 ：被災地周 辺 の 街区公園 、 近隣公園が使わ れ た 。

3 ）仮設建築物建設用地 ：仮設住 宅に は 応急仮設住宅 と事業用仮設住 宅 が あ り、 施 急仮設

住宅の 建設に 使われた公園数 、 建 設された世帯数とも、 近隣公 園、 街 区公 園 、 地区公 園の

頤で 多 く、こ れ らの 住 区基幹公園 で、公園数で は 93．6％を占め、世帯数で は86．8％を占め

て い る 。 事業 用仮設住 宅が建設 された公園は街 区公園が多い 。

　そ の 他の 仮 設建築物 として は 、 工 事 の ため の 仮設作 業所 、 応急仮設教室 、 応 急仮設診療

所、応 急仮設店舗 、 応急仮設事務所が 建設 され た 。 い ずれ も街 区公 園が多い 。

（3 ）ラ イフ ラ イン復 旧活動

1）上 ・下水道復旧活 動拠点 ：上 水道復 旧活動は作業 所や事業用仮設住 宅用地 などに公園

を利用 した 。 下水道復旧活動は 、 工 事事務所 、
工 事用 仮設住宅 、 残土 ・廃材置 き場 などに

処理 場の 用地 等を使 い
、 公 園利用 は な か っ た 。
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2 ）電力 ・ ガ ス
・通信復旧活動拠点 ：電力復旧活動 は 自社用 地を使い 、 他企業の 土地の 借

用 も公園利用 もなか っ た 。 ガス 復旧活動は、資材 ・廃材置 き場に 民間他企業や大学等の 土

地 を借 り、 公 園利用 はなか っ た 。 通信復 旧活動は 、 資材置 き場は 自社用地 を使い 、 駐車場

に民間企業や大学の 土地を借用 した 。 公園利用は 1箇所で 、 NTT の衛星車が地 区公 園を

利用 した 。

（4 ）競合利用

1）復 旧活動間の 競合利用 ： 復 旧活動間で は 12箇所 の 公園で 競合利用をして お り （ヘ リポ

ー トを含む） 、 その うちの 9箇所 が地 区公 園以上の 規模の 大 きい 公園で あ っ た 。 復旧活動

別で は 、 自衛隊と救援物 資基地 の 競合利用が 4 箇所で 、全 て復旧活動が 3以 上の競舎利用

で あっ た 。 そ れぞれ街区公園 、 近隣公園 、 運動公園 、 広域公園で あ っ た （表
一 5）。

2 ）避難者との 競合利用 ：避難者と復 旧活動では 10箇所の 公園で 競合利用が あ っ た 。 応援

部隊 、 自衛隊 、 救援 物資基地 との 競合が多 く、公 園で は街区公園が多い （表
一 5 ）。

（5 ）重複利用

　仮設建築物 との 重 複利 用 （自衛隊撤収後応急仮設住 宅用地な ど）をみ る と、 仮設建築物

が利用 した公園を除 く42公園中20公園 （47．6％）が 重 複利用 を し て お り、自衛隊 、 救援物

資基地 、 応援 部隊基地の よ うに 、短期 型 、 中期型、長期型 （1 ｝の 活動の 後に 利用 された

もの が 多い 。 公園の 種別は 、 街区公園 、 近隣公 園、地 区公園に 重複利用が多い 。
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注 1 ｝そ の 他は作粟所、診 療所、店舗、事 務 所 。

注 2 ）拿 印は 応急仮設住宅等 と競 合 利 用 あ り。
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6 ．公園利用 の 問題 点

（1 ）公 園の 規模によ る競合利用

　公 園の 規模をみ る と、規模の 小 さい 公園に も競合利 用が あ っ た （表
一5） 。 規模の 大き

い 公園な らまだ しも 、 街区公園 （0．56ha）で 自衛隊の 宿営 、 救援物 資基 地、応 援部隊基地

との 競合利用 の よ うに 、規模の 小 さい 公園で は相互 間の 影響が問題 とな る 。

（2 ）復旧活勧内容に よる競合利用

　復 旧活動 内容をみ る と、 自衛 隊 の ような組織的活 動 と応 援部隊の 競合利用 もあ っ たが 、

出動体制も違い 、 規模の 小 さい 公園で は相互 間の影響が 問題とな る。

（3 ）避難者との 競合利用

　特に （1）で 取 り上 げた街区公 園 （O．56ha）で は 、 自衛隊 、 救援 物資基地、応援部隊基

地に加 えて 、 避難者 との 競合もあ り、 避難者 へ の 心理 、 復 旧活動へ の 影響が問題 となる 。

　こ れ も規模の 大 きい公園で 、 復旧活 動 と避難者の 間 に影 響がなければ問題は ない と思 わ

れ るが 、 規模 の 小 さい 公園で の 競合利 用 は闔題 となる。

7 ．公 園の 種別 に関する 考察

（1 ）救急救助 活動

1）自衛隊 ・警察 ・消防の 活動拠点 ：全 国か ら応援 部隊が集結 し組織的な活動 を行 うため 、

また ヘ リポー トの利 用 もあ り 、 地区公 園以上 の 規模 の 大 きい 公園が多 く求め られ る 。

2 ）ヘ リポー ト ： 自衛隊 ・警察 ・消防の 活動拠点 との 併設 が求め られ、地 区公 園以上 の規

模の 大 きい公園が求 め られ る 。

3 ）廃 ・残材仮置き場 ：地区的な拠点 として 近隣公 園 、 地 区公園が求め られる 。

（2 ）生活支援活動

1 ）救援物資基地 ：他地区 か らの流入拠 点 と被災地 そ ばの地 区的 な配送拠点が 求め られる 。

流入拠点 として は 、 被災地 を囲む ように 東西南北方 向の地 区公 園以上 の 規模の 大きな公 園

が 求め られ 、地区 的な 配送拠点 は 、 被 災地そ ばの 街 区公園 、 近隣公 園が 求め られる 。

2 ）応援 部隊基地 ：被災地の そば の 街 区公園、近隣公 園、地 区公 園が 求め られ る 。

3 ）仮設建築物建設用 地 ： 被災地そ ば の 街区公 園 、 近隣公 園、地 区公 園が 求め られ る 。

（3）ラ イ フ ラ イ ン復旧活動

1 ）上 ・下 水道復旧活動拠点 ：作業拠点 と事業用仮設住宅用地が ある が 、 被災地の そばあ

る い は周辺の 、事業所に近 い 街区公 園や 近隣公園、地 区公園が求め られる 。

2 ）電力 ・ガ ス ・通信復旧活動拠点 ：独 自に空地 を探 し公園利用 は 少なか っ た 。 ヒ ア リン

グによる と、作業拠点は被災地の そば に ある程度の ス ペ ー
スがあれ ばよ く、 また復旧工 事

は 2 〜 3 日で終 了 し移動す るた め 、 ライ フ ラ イ ン 関係で ま とめて 予備的に ス ペ ー
ス を確保

し融通 して使 うの もよい とい う意見 もあ っ た 。 また民 間企業は 公 共に頼るよ りも、民間企

業の 努力で補 うべ きとい う意見 もあ り、行政 で は対応 が遅 い 場合が 予想される の で 、 民間

の努力で や っ たほ うが よい とい う意見もあっ た。

　従 っ て 、 可能 で あれば被災地そばの 街区公園 、 近 隣公園に予備 的 に少 しづ っ 確保すれば

よい が 、余裕 がない 場合、連絡調整等 の 問題 もあ り 、 当初 か ら民 間企業の 努力に 期待する

ほ うが効果的 と考え られ る 。

（4 ）競合利用
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　競合利用は 、 ヒア リングに よれば基本的に は好 まれ ず （特に 自衛隊 、 消防、警察の基地 、

廃 ・ 残材仮置 き場 と避難者、応援 部隊基地 、仮設 建築物との 競合利用は好 まれない ）、 ス

ベ ース 的に 余裕があれ ば しない ほ うが よい
。 しか し、やむを得ない 場合 、 お 互 い の 活 動に

影響を与えない 規模の 大 きい 公 園が よい 。

（5）重複 利用

　仮設建築物建設用地は 、 建設活動が段 階的に 行われ ピ
ー

ク時が 遅 く始まる ため 、 他の活

動拠点との 重複利用が 可能で あ り、 オ ーブ ンス ペ ース が 少ない 場合効率的で ある 。

　そ の 場合、集申的 に使 われ短 期閥で終了 する短期型は 、 優先的に 考えられる。 徐々 に減

少 し半年程度で 終 了する 中期型は、減少 し終 了す る時期を見なが ら検討す る必要がある。

徐 々 に減少す るが長期化する 長期型 （1 ）は、どの 公園が長期化する かを見極め る必 要が

ある 。 また 、

一
時的に使わ れ る

一
時型は 、 他 の 利用の 重複も考え られ調整 す る必 要が ある

が 、 仮設住 宅建設用 地 との 重複利用 は 可 能で ある e
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＜補注＞

1）公 園は 住民 の避難 に も利 用 さ れた 。 参考まで に神戸市土木局公園緑地部管理係の 資料で は、1月24日現在 の

　避難者利周の 公園は 117箇所 、 4 月25日現在で 111箇所、5 月25日現在で 55箇所で そ れ以後減少した 。

2）自衛隊は陸上自衛隊中部方面総幹部広報室、警察は 兵庫県警察本部災害対策課、消防は神戸市消防局警防課、

　救 援 物資集積 ・配 送活動 と応急仮設住宅は神戸市民生局災害復旧係 、 廃 ・残材処理 活動は 神戸 市災害対策本

　部 環境 部 災害廃 棄 物 対 策室処 理 係、上 水道は 神戸市水道局庶務課、下水道 は神戸市下水道局工 務課、電 力は

　関西電力 神戸支店 、 ガ ス は 大 阪 ガ ス 兵庫事業本郎計圃室、通 信は NTT 神戸支店、応援活動 と応急仮設住宅

　以外の 仮設蹙築物は 神戸 市土 木局公 園緑地 部管 理 係 の 公 園 使 用 の 資料 に よ る ，

3）ピーク時の データは、曹察、消防、廃 ・残材仮置き場 、 救援物資集積 ・配送基地、応 援部隊基地、上水遭 、

　下水 道 、 電力 、 ガ ス 、 通信は 2 月 1 日、目衝隊、ヘリボ−Fは 3月 15日、応急仮設住宅は 11月 1日、そ の 他の 仮

　設建築物は 5月Z5日現在 。

4）公園調啻に よ り公園の 種別 が 不明の もの は、今回 はそ の 他の 公園とし て特殊 公 園に 入れ た。
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